
 

 

 

 

 

 

湖東管内「きらみずき」生産者の意見交換会を開催 

 

湖東管内では令和５年度、９名の生産者が「きらみずき」の栽培に取り組まれました。

12月 11日、本年の栽培を振り返り、「きらみずき」の栽培技術の確立を図ることを目的に

令和５年度「きらみずき」生産者意見交換会を開催しました。当日は栽培者７名、JA営農

指導員等関係者合わせて 17名に参加いただきました。 

 

 当課からは管内の生育・収量・品質の状況について説明を行いました。管内の平均収量

は約 480kg/10a、農産物検査では全量 1 等となり、栽培初年度としてはまずまずの成績と

なりましたが、一部のほ場では還元障害や雑草害、病害の影響による減収も見られ、栽培

者間でのばらつきが見られたことから、事例をもとに次年度の栽培の注意点について説明

しました。 

 生産者からは、「栽培にこだわった労力に見合う価格がついていない」、「ブランド価

値が高まるよう PRにもっと力を入れてほしい」など「きらみずき」の付加価値向上を要望

する声が多く挙がりました。令和６年度の作付については参加された生産者全員が継続す

る意向を示されました。移植時期の検討や、緑肥の導入、安価な有機質資材の活用等で肥

料費軽減を検討されています。 

 次年度は新たな生産者が増えることになりますが、高収量・高品質により「きらみずき」

が生産者の所得向上につながるよう、今後も関係機関と連携して支援をしていきます。 
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